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自動物流道路で輸送する荷物の規格のイメージ（仮）について

〇自動物流道路で輸送する荷物は、パレタイズされた荷物を積載可能な仕様とする。
〇拠点での他モードからの積替えが自動化できるよう、作業に必要な要件を定める。
○以下の規格を想定しつつ、技術開発や設計、事業性分析等を行う。

【荷物の要件】
○自動荷役を可能とするため、荷物最下部に、以下の要件を満た

す土台（以下、「ベース」）を設ける

・ ベースのサイズは1,100mm×1,100mm×144～150mmとする
・フォークリフト差し込み口（二方差し又は四方差し）を設ける

・たわみ率１．５％以下の強度をもつ

・荷物管理用のICタグ（必要とする機能・情報等は、情報の標準化
の状況を踏まえ今後検討）を付ける

※標準仕様パレット※はベースとして利用可
（※官民物流標準化懇談会パレット標準化推進分科会最終とりまとめ案でで推進することとした
標準的な規格のパレット）

○搬送空間の確保や輸送時の安定性の観点から、サイズは最大

で1,100mm×1,100mm×1,800mmとする（ベース含む）
○重さは最大で１トンとする（ベース含む）

○ベース以外は、規定の最大サイズ内であり、かつ、荷物の落下が

生じないものであればどのような形でもかまわない

（例：パレタイズされた荷物、カゴ台車をベースに載せて固定、他

の規格のパレットをベースに載せて固定など）

【荷物のイメージ】

＜パレタイズされた荷物の場合のイメージ＞

＜宅配便荷物などの場合のイメージ＞

【参考】

○官民物流標準化懇談会パレット標準化推進分科会最終とりまとめ案での標準的なパレットの規格

・必ず推進していくべき内容：平面サイズ1,100mm×1,100mm、高さ144～150mm、最大積載量１ｔ、
曲げ強度たわみ率１．５％以下（プラスチック製）等、二方差しまたは四方差し、タグ・バーコードが装

着可能な設計

○カゴ台車の日本工業規格（ＪＩＳ規格）

・高さは、1,800mm以下
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